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生産中止品 

 直流漏電電流検出装置  

 L S D - 1 
 

シリーズ№93-1C

2008/08/31 

   
 

 
 

 

 

直流漏電電流検出装置と直流零相変流器の組み合わせからなり、主として DC600V 以下の電

路の漏電検出を目的とし、漏電電路をオートスキャンする機能と自己診断機能を持った直流漏電

電流検出装置です。 
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特  長  
 

(1) マイクロコンピュータを使用していますので、特性が長期にわたり安定しています。 

(2) 自己診断機能を持っていますので高信頼性となっています。 

(3) 検出用 ZCT と組み合わせて主回路（MAIN）の他に分岐を最大 10 回路監視できます。 

(4) オートスキャン方式になっています。 

(5) 検出用 ZCT に別途、補助電源は必要ありません。 

(6) 復帰スイッチは前蓋を外すことなく押せる構造です。 

 

構  造  
 

直流漏電電流検出装置はケースが鋼板製の埋込み式で、前蓋は透明なアクリル樹脂製です。前蓋は表面の化粧ネ

ジをゆるめて、取り外してください。検出回路はオートスキャン方式で主回路の他に分岐を最大 10 回路まで監視でき

る構成になっています。 

 

操作部の名称 
 

感度電流

電源表示灯動作表示灯

回路目盛

監視回路 試験スイッチ 復帰スイッチ

常時監視/個別試験

切替スイッチ 整定スイッチ切替スイッチ

(赤) (黒)切替スイッチ

ヒューズ

ＦＵＳＥ

Ｎ１４７６

監視時は必ず選択機能を常時監
視側にして下さい。

個別に試験するときは選択機能
を個別試験側にし、回路目盛ス

使用していない回路は監視回路
スイッチをＯＦＦにして下さい。

動作表示は事故検出時点灯し、
自己診断異常時点滅します。

直流漏電電流検出装置

形 式
制御電源 最高回路電圧 ＤＣ６００Ｖ
製造番号 製造年

ＤＣ１００Ｖ

ＭＡＩＮ

Ｆ １

Ｆ ２

Ｆ ３

Ｆ ４

Ｆ ５

Ｆ ６

Ｆ ７

Ｆ ８

Ｆ ９

Ｆ１０

回 路 名 称 組合せＺＣＴ

－ ０

回路番号

電源

試験 復帰

常時監視

個別試験回路目盛

監視回路

選択機能目盛

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ａ～Ｆ

感度電流 取扱上のご注意

１．

２．

３．

４．

イッチで選択して下さい。

事故検出時点灯、自己診断異常時点滅

本器製番

－ ２

－ ３

－ ４

－ ５

－ ６

－ ７

－ ８

－ ９

－１０

動作

５Ａ

（ｍＡ）

－ １

ＬＳＤ－１

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

本器製番

５
１０

１５

２０

0 ０

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

ＯＮ

(赤) (緑)
 

 

 

動  作  
 

直流漏電電流検出装置の f1-f2 端子より直流零相変

流器(ZCT)に監視用の信号を印加します。直流電路の

いずれかで漏電が発生すると主回路を監視している

ZCT と漏電発生回路を監視している ZCT の Z1-Z2 端

子間に検出信号が発生し、直流漏電電流検出器に入力

されます。入力された信号はフィルター回路～増幅回路

を経て CPUで演算処理されます。 

直流漏電電流検出装置は、常時（常時監視設定）は

主回路を監視していますので、この状態で漏電（感度電

流整定値以上の漏電電流）が発生し、動作時間整定値

以上継続した場合、漏電と認識して主回路の動作表示

灯を点灯し、出力接点が動作します。 

その後、分岐回路を約 0.3 秒間隔で順次、オートスキャ

ンして漏電の発生している回路の動作表示灯を点灯しま

す。（但し、主回路と監視回路スイッチを ON に設定して

いる分岐回路のみスキャンします。） 

漏電が解消し、漏電電流が感度電流整定値以下となっ

た場合、出力接点は自動復帰します。さらに自動スキャ

ンを停止して主回路の監視状態に戻ります。 

（動作表示灯は、手動復帰方式です。） 
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操  作  
 

(1) 電源表示灯（緑） 

 制御電源(DC100V)を印加すると点灯します。 

(2) 動作表示灯（自己診断異常表示灯） 

 各監視回路の漏電検出時に点灯します。また、自己診断異常時には点滅します。 

(3) 回路名称記入欄 

 監視している回路の名称等を記入する欄です。適当なシール等に名称を書き込んでお貼りください。 

(4) 監視回路切替スイッチ 

 

1～10 の切替スイッチがあり、それぞれが F1～F10（分岐回路）に対応します。監視する回路のスイッチを ONに設

定すると、その回路が漏電の監視状態になります。また、自己診断機能及び試験スイッチによる試験が可能となりま

す。OFF に設定した回路は全ての機能を停止します。主回路については、このスイッチに関係なく ON設定と認識

します。 

(5) 常時監視／個別試験切替スイッチ 

 監視状態を切り替えます。 

 【常時監視設定の場合】 

 
通常はこの設定で使用します。 

常時主回路を監視し、漏電を検出すると分岐回路をオートスキャンし、漏電回路を表示します。 

 【個別試験設定の場合】 

 
この設定は、各回路の試験を行うときに使用し、下表のように回路目盛切替スイッチで選択した回路のみ監視

状態として固定され、他の回路は監視しません。試験後は、必ず常時監視設定に戻してください。 

 

 

回路目盛切替スイッチ 選択回路 回路目盛スイッチ 選択回路

０ MAIN ６ F6 

１ F1 ７ F7 

２ F2 ８ F8 

３ F3 ９ F9 

４ F4 A～F F10 

５ F5   
        

(6) 感度電流整定スイッチ 

 感度電流値を整定します。 

(7) 試験スイッチ 

 
試験スイッチを押すことにより検出入力部に模擬信号を印加し、検出回路を自動的にスキャンして各回路の動作確

認を行います。出力接点が動作しますのでご注意ください。 

(8) 復帰スイッチ 

 漏電が解消後、復帰スイッチを押すことにより動作表示灯が消灯します。 

(9) ヒューズホルダ 

 ヒューズの交換時は、定格 5A をご使用ください。 

 

自己診断機能  
 

常時監視設定時、検出入力部に定期的に模擬信号を印加し回路チェックを自動的に行います。 

自己診断で異常を検出した場合は、異常の回路に対応する動作表示灯を点滅させます。 

電源投入後、または復帰スイッチを押した後、約 8秒後にMAIN（主回路）の自己診断を行い、次に約 5秒間隔で 

順次、自己診断を監視回路スイッチが ONの F（分岐回路）のみ自動的に行い一巡します。 

その後、定期的に約 12 時間毎に約 5秒間隔でMAIN（主回路）と F（分岐回路）の自己診断を行います。 

個別試験設定時には、自己診断は行いません。
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注  意  
 

(1) 接地抵抗器について 

 
完全地絡電流が約 100mA以下となるように母線に接地抵抗器 Rを施工してください。 

漏電電流 Io(DC)と漏電抵抗 Rg 及び接地抵抗器 Rの関係は次式のようになります。 

 Io(DC)=E/(R+2Rg)  E:電路電圧[V] 

 

 

 

 

完全地絡電流が 100mA となる

接地抵抗器 R 

24V 240Ω 12W以上

48V 480Ω 24W以上
電路 

電圧 

Ｅ 100V 1000Ω 50W以上

Ｅ

Ｒ Ｒ Ｒg

Ｉo (ＤＣ)

＋

負荷

 
(2) ZCT の組み合わせについて 

 
直流漏電電流検出装置と直流零相変流器は、同一製造番号を組み合わせてご使用ください。 

直流零相変流器の製造番号の枝番は、直流漏電電流検出装置の接続する回路番号を表します。 

 

例 直流零相変流器 製造番号の枝番 0  → 

直流零相変流器 製造番号の枝番 1  → 

・ 

・ 

・ 

直流零相変流器 製造番号の枝番 10  → 

直流漏電電流検出装置の回路番号 MAIN に接続 

直流漏電電流検出装置の回路番号 F1 に接続 

・ 

・ 

・ 

直流漏電電流検出装置の回路番号 F10 に接続 

(3) 配線について 

 
直流零相変流器と直流漏電電流検出装置との配線には、1.25ｍ㎡以上の電線をご使用ください。 

また外部接続図例を参考にして誤りのないように配線してください。 

(4) 設置場所について 

 直流零相変流器の近くに他の直流導体がある場合は、距離を 10cm 以上離してください。 

(5) スイッチの設定について 

 
各スイッチは中間位置にしますと接触不良となり、不動作の原因となるおそれがありますので正しい位置に設定して

ください。 

 

 

保守と点検  
 

(1) 漏電警報があった場合、漏電がありますから、動作した回路の確認を行い調査してください。 

(2) 月に 1回程度、試験スイッチを押して、動作の確認をすることをおすすめします。出力接点が動作しますのでご注

意ください。 
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仕  様  
 

                   形式 

項目 
ＬＳＤ－１ 

主回路(MAIN)      1 回路 
監 視 回 路 数 

分岐回路(F1～F10)  10 回路 

感 度 電 流 整 定 値 5-10-15-20（mA） 

動 作 時 間 整 定 値 約 0.3ｓ 

定 格 

制 御 電 源 電 圧 DC100V 

感 度電流値許容範囲 感度電流整定値に対して±15% 

0.15～0.45ｓ （信号 130%印加） 
動 作 時 間 許 容 範 囲 

0.15～0.40ｓ （信号 400%印加） 

使 用 電 圧 範 囲 DC80～140V 

使 用 温 度 範 囲 -10℃～+60℃ 

常 時 約 6.0W (DC100V) 
消費電力 

動 作 時 約 7.0W (DC100V) 

絶 縁 抵 抗 DC500Ｖメガーにて 20ＭΩ以上 ※1、※2、※3 

耐 電 圧 

AC2000Ｖ 1 分間 

AC1500Ｖ 1 分間 

AC1000Ｖ 1 分間 

※1 

※2 

※3 

性 能 

雷 イ ン パ ル ス 耐 電 圧 7ｋV 波形（1.2/50μｓ）正負 各 3 回 ※4 

試 験 方 式 試験スイッチ及び自動自己診断方式 

電 源 表 示 発光ダイオード表示（緑） 点灯 

表 示 方 式 発光ダイオード表示（赤） 点灯 （試験時の異常時は点滅） 
動作表示 

復 帰 方 式 手動復帰方式 

復 帰 方 式 自動復帰方式 

構 成 共通接点 2a 

機 能 

出力接点 

開 閉 容 量 
AC100V  2A（cosφ=１）   2A（cosφ=0.4） 

DC100V  0.3A（L/R=1ms）  0.15A(L/R=7ms) 

外 装 色 マンセル記号 Ｎ1.5 

質 量 3.0kg 

 

※1 電気回路一括と外箱間（P1、P2、a1、c1、a2、c2、全回路の Z1、Z2、f1、f2 一括と外箱間） 

※2 P1、P2 一括と他端子間、及び接点一括と他端子間 

※3 a1 と c1 間、及び a2 と c2 間 

※4 P1、P2 一括と外箱間 
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ブロック図  
 

Ｚ ｆ ｆ Ｐ Ｐ ａ ｃ ａ ｃ Ｅ

フィルター

増 幅

電源回路バイアス入力制御

各回路へ

感度切替 電源表示 動作表示 接点出力回路目盛 監視回路

ＣＰＵ

Ｒｙ Ｒｙ

Ｒｙ

Ｉｏ

ＭＡＩＮ Ｆ１ Ｆ１０ ＤＣ１００Ｖ
（＋）（－）

レベル検出

切 替 切 替

回 路 回 路

２Ｚ１ ２１ Ｚ ｆ ｆ２Ｚ１ ２１ Ｚ ｆ ｆ２Ｚ１ ２１ ２１ ２１ ２１

試験
スイッチ

復帰
スイッチ

常時監視/個別試験
切替スイッチ

切替スイッチ
自己診断異常点滅

 
 

外部接続図例  
 

Ｆ１ Ｆ２ＭＡＩＮ

（＋）（－）

Ｆ１０

直流漏電電流検出装置（ＬＳＤ－１）

負 荷

（－）

（＋）

制御電源

Ｆ１回路 Ｆ２回路 Ｆ１０回路ＲＲ
Ｒ：完全漏電時に、漏電電流が

Ｅ

Ｅ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

ＬＫ

ＤＣ１００Ｖ

ＭＡＩＮ（主幹）回路

Ｅ

負 荷

負 荷

抵抗値。
約１００ｍＡになるような

中点接地線にて監視するか、
主幹を直接監視してください。

ＭＡＩＮ回路の監視については、
Ｚ１ Ｚ２

ｆ１ ｆ２

Ｐ１ Ｐ２ａ１ ｃ１ ａ２ ｃ２

Ｚ１ Ｚ２

ｆ１ ｆ２

Ｚ１ Ｚ２

ｆ１ ｆ２

Ｚ１ Ｚ２

ｆ１ ｆ２

Ｚ１ Ｚ２ｆ１ ｆ２

Ｚ１

Ｚ２

ｆ１

ｆ２

Ｚ２

Ｚ１

ｆ２

ｆ１

Ｚ２

Ｚ１

ｆ２

ｆ１

Ｚ２

Ｚ１

ｆ２

ｆ１
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裏面端子配列  
 

常時電圧が出力されてますのでご注意ください。ご注意ください。破損の恐れがあります。

・本装置にＤＣ電源印加後は、ｆ１,ｆ２端子には
注意

ａ ｃ ａ ｃ
（＋） （－）ＭＡＩＮ ＭＡＩＮ ＤＣ電源

Ｅ ＰＰ

ＭＡＩＮ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９ Ｆ１０
Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

Ｚ

ｆ

Ｚ

ｆ

１ ２

１ ２

１ １ ２ ２ １ ２

・Ｚ１,Ｚ２－ｆ１,ｆ２へは誤配線のないよう

 
 

外 形 図  
 

角 穴

取付穴寸法図

２７２

２９２

３１１

１
２
６

（１３９）

（６）２０ （１１９）

１
１
２

８
０

端子ネジＭ４ アース端子Ｍ４

８
０

１
１
５

２７８

２９２

４－φ７穴

 

 

 

零相変流器 
 

仕  様  
 

定 格 内     容 
電 圧 DC600V 
耐 電 圧 AC2000Ｖ 1 分間 （Z1、Z2、f1、f2 端子一括と取付足間） 
過 電 流 強 度 定格一次電流の 2.5 倍 1 秒間 
絶 縁 抵 抗 DC500Ｖメガーにて 20ＭΩ以上 （Z1、Z2、f1、f2 端子一括と取付足間） 
使 用 温 度 範 囲 -20℃～+60℃ 
鉄 心 材 質 パーマロイ 

 

機  種  
 

形 式 定格電流 定格電圧 
貫通電流（IV 電線）

2 本 
質量 備 考 

FM30 100A DC600V   60ｍ㎡ 約 0.85ｋｇ  

FM41 200A DC600V 100ｍ㎡ 約 1.0ｋｇ  
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外 形 図  
 

FM30，41 

      

Ｚ Ｚ

ｆ ｆＢ

Ｇ
Ｆ

Ｅ

Ｏ

Ｄ

Ｃ

Ｉ

Ｈ

７

φＡ

４－Ｍ４

１

１ ２

２

 
 

 

（単位 mm） 

形式 A B C D E F G H I O 

FM30 30 81 77 53 89 38.5 42.5 59 54 71 

FM41 41 88 84 53 89 42 46 66 60 71  

 

 
 

 
 

本       社 〒104－0061 東京都中央区銀座 7-4-14（光ビル） TEL 03-3573-1362 FAX 03-3572-0149 

大 阪 営 業 所 〒530－0047 大阪市北区西天満 6-8-7（電子会館） TEL 06-6364-7881 FAX 06-6365-8936 

名 古 屋 営 業 所 〒460－0008 名古屋市中区栄 4-3-26（昭和ビル） TEL 052-241-9421 FAX 052-251-9228 

福 岡 営 業 所 〒810－0001 福岡市中央区天神 4-4-24（新光ビル） TEL 092-781-0771 FAX 092-714-0852 

茨  城  工  場 〒306－0204 茨城県古河市下大野 2000 TEL 0280-92-0355 FAX 0280-92-3709 

川崎流通センター 〒216－0005 川崎市宮前区土橋 6-1-3 TEL 044-866-9110 FAX 044-877-7188 

 

お問い合わせ・資料のご要求は・・・・・・・本社継電器営業部・営業所継電器課へ。 

フリーダイヤルによる技術的なお問い合わせ・・・・・・・0120-58-7750 （技術グループ） 

 
土、日、祝日、当社休業日を除く  9:00～11:45 / 12:45～17:00   携帯電話・PHS などではご利用いただけません。 

電話がかかりにくい場合もございますので、この場合は FAX をご利用いただきますようお願い申し上げます。 

FAX による技術的なお問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・0280-92-6706 （技術グループ） 
 

●   お断りなしに、外観、仕様などの一部を変更することがありますので、ご了承ください。 

尚、最新の情報はホームページにてご案内致しております。 URL  http://www.hikari-gr.co.jp 
 


